
一一一

乱物
事
3
3
3
S
3
3
3
ミ伸一

中

一

中
s
g
E園園EEF
を、
皇
司ey＊一

中
ι刷
冒EEEaavhι沃清他淑ゅよ

中
島町田町
f
e’
4の
川付駒前財州一

中4rrs
’EEME

一

－213
aE阻闇曹
とJあ置の及い一

中旬巴U仁
』a凶HU！
に
りで藩立普同一

中
＆1E
弘、圃av
uの泉廃成る伸一

品帯

、
aavのと
源
和き伸一

中

関y
dくこの文講でゆ一

中

帽
a
g
vj

多
み
躍
響
清
解
場一

中

，
AaEV
てr
飛御日理
主

や

dF
M
しる的の
もゆ一

帯

dez邑田司
対え家条語に
生

中

島d
a曹司
l
に
い
国
箇
勅
誰
ψ一

中

4v
副題もつ足る、ゆ一

点申

dp

園問
と
か
す
た
ψ一

h邑野
田要髄、
部閥、ぇb一

や

も
SF
h重
神
り一
に
加同一

や

1

4置
‘

申一

da司ののあ
の奇を川一F

や

aが
外
神
で
容
絞
説
型

中

華

圏
内
精m
内dd・
解47一

中

盤

圏
は
・
ン
・
諭
な
吻一

中

国

軍
皐克一
勅明ゆ｝

中

園

瞳
天歴ポ
広平場一

中

1
a司
治のク
たにゆ一

や

ふ
明
治ツ
りι
ψ一

b

’vh司
、明パ
わさゆ一

市

’
B圏Fき
、の
賜
一

中

険
、d，づの
治。にけ土

中

園，陶
4司
法に明ゆ臥
川主

中

国，
帽
，v
州
制。
引
事
釦一同一

や

4

，UM
締本
る
怠
海
代品川一

ゆ

lja喝
の
。
す
の
陸
現神一

4

h
－
E
Vv

新
た
説
逃

唯一

品帯

、可1
J
4
F
一
れ
解
最
諭
明
ψ一

中

F
F

4司

事
さ
、
の
勅
説
申一

中

珂aavv
百示選めの的
場一

ゃ

aF
dav
、宣
精た設史ゆ一

中

d，F邑‘
古ををる
開底ゆ一

中

4a曹司l復策篇す会・
生

中

彊
調
書圃
芳
辺
国
立

中

園d」圃
圃圏圃

ψ一

園
田
園
田
園
圏
、
政
深
解
詔
に
h一

命

島国国
F
E後大
み理の文伸一

4

・園
田
園
町
4司園
以
、
じ
を
定
原
付一

中

園
圃
圃
園
田
園
所
九
公
心
制
し
ゅ一

中

，

B
圃邑
圃
園
園
紛
劃
U
働
制
下
ψ一

中

l
i
l
－
－－掴
治
発
般
大
兵
み
ゆ一

中

←
回

目

伊
明
淡
一
の
徴
説
ゆ一

中

園

圃
h圃司

ψ一

中

園

田
h司iI1的

・品工

中

園田』‘司
弓泊川fF

一

中

瞳圃圃SF
JSE4円

ψ一

中

園
田
4，r話出FJO

ゆ一

中

園
田
dFFaAリ

Jo

一

中

国
阿
ー／
議6

4ヰ

キ

h’
BEEr －ぃトr

t一

中

、
2
4J
＠J

小一

中

p
園
置

園

「l
L

ゆ一

中

島
az酒
田l
回目

ゆ一

中

4画
自
国
鼠嗣

命一

例

3
v

w一

中

園田喧昌明国轟闘

争

料

F
r
R

社一山一問

中

1l
i－
－』

a
w

一
一

ゃ

噌
3
d

文一
誌

や

盟
国
圏
‘

一
一

や

F
FP
．

教一盟問

中

111111i
i

一
一

州

本一
読

料

日一耕一料

品ザ

骨骨骨骨骨骨骨骨母骨骨骨骨場券場企市

町，

. .. . .・ － -

．． 

． 

昭和46年2月�3目第3種郵便物認可

1・

発 行 所
東京都渋谷区千駄 ヶ 谷 1-9- 9

郵便番号151 電話 402- 3646

株式会社 月曜評論 社
編集兼発行人 ．；楠谷繁雄
掠替口座添号－ 東京163103

1部80円 1.カ年4,000円（送事供）

交を実現したラザク政権にとって

最近とみにMCP〈マラヤ共産

銘）の勤送
が汚濁になり、しかも

中閣がこれらアジアの共産主議勢

力への声援を一品凶していることは

顕の痛いところであるが、
一
方、

タイの掛合は、
状仰
が大きく追っ

ている。
私は今回、
東南アジアの

「・叩閣の協」
の新しい陰影を求め

て、
シンガポールか
らバンコクま

で、マレ1半島を汽車そ乗りつい

で縦
賞旅行したのだが、バンコク

もある香港は、
また一
方で申国の

南の玄関でもあるだけに、申国は

本当に近くに感じられる。
香港が

依然として巾因分析の基地である

ことの位的も当分は
後らないだろ

う。
その香港は、いわゆる水蹄伝

助判をめぐる
謎解き
が、すでに始ま

っているが、
寄港の
紙誌もまだ瀦

輪百出の観がある。「目前の形勢急

を告げ、
現代の
照江を鋲圧」とレ

て、
部小平を
宋江に擁した小冊手

「設
が舗代の
宋江か
？」
と題
し

てやはり郵小平を指摘する論文、

「王洪文、形勢惑し」として王洪

文
が杭州事件との関連で抗判され

ているのではないかという論説、

やはり宋江は周恩来だとする意見

など、
日本の週
刊絡が飛びつきそ

うな話題で満ちている。
一
方、
申

国系の公認書店ともいえる商務印

枯館そのぞいてみると、はやくも

11！
この七
月
下旬に

一

は、
司水間新談」

。一
（艶認さと題す

III・

る一種の水間伝

新釈が出版されたのにつづいて、

この九月上
旬に
は、
同じ著
者の

「柴山与
巣山
英雄』が出版されて

話題を呼んでいる。
やはり、
寄港

は附国の動きに敏感に反応すると

とろであり、
同じ申国入社会でも

との点でシンガポールとは
大きく

異なっている。

私は、
いま、
バンコクから香港

へ
向う機中でこの稿を草している

が、
眼下に
商沙群島の
珊瑚礁群が

柴レくひろがっている。
サイゴン

陥帯以降、
かつての南ベトナム沼

市制下の
四沙群島には北ベトナム

兵
が派遣されたといわれているが

申
聞もこのとζるあいかわらず酋

沙群島の人民公社の発出ぶりなど

をしきりに喧伝しており、北京に

とっては、
ハノイのこのいちはや

い仔猫は許
せないと
とろで
ある

う。
巾国の水部伝助判は、先の抗

州事
件とともに、毛沢東以後の時

代への時間

が切迫しているなかで

起っているとζろに大きな窓味が

あ
り、
と
く
に
下
部
蛍
働
者
か
ら
の
賃

上げ要求や物質的刺激を求める声

が娯苑した
杭州事件のもつ合意は

謹要であろうが、
その対外関係の

小さな訊
金石である
丙疹群島の間

瓶一
つをとってみても、
部態はけ

っして単純なものではない。とう

レて附聞は摺れ、アジアはなお脚

色つづけるのではなかるっか。

（東京外語大助教授）

の国際関係史からいっても、まさ

にわが国の
明治開国と同じような

定昧をもつようにも思われる。
そ

の
よ
う
な
懸
紘一を
感
し
滋
げた
ク
ク
リ

ット政権としては、
中国そまさに

「
東方紅」として描く必袈があろ

うし、決してむだらけの申副であ

ったり、老齢化し
た弔沢東であっ

てはならない。
タイは、
国交正常

化による申
国Jlムがいまようや

く鎖まりかけたと乙ろだが、
対申

感情の妊娠ぷ
りは
滞くほ
どであ

ア諸国は、
「申国の影」と日常的

に
対応せざるを得ない
がゆえに、

申国そリアルに見ており、
肌で申

国在感じているというのが私の持

論であるが、
しかレ、
タイにして

もマレーシアにしても、
フィリピ

ンにレても、
どの
程度まで市簡を

研兜レ、
中国の内政や外交政策を

分析しているかというと、
まった

く心もとないの

が現状である。つ

まり、これらの国の対中政策決定

過程には、附国研兜や申国分析が

十月二十六日付朝

日新聞
社説に
「一
六七

の自由」と題レたの

があったu
朝日ばか

りを取り上げる
よう

だが、他紙よりも熱

心に同粧を杭んでい

るものとレて賀郡開

いたいV乙の社説は、
佐藤山米

阻止の
羽田デモ、
原wm反対の大

阪デモ
事件が、一、二審では泊

するほどの温
法は認められない

として無罪になったのに、最南

識がそ
れをひっくり返Uた
こと

を勘判したものであるV社説は

いう“
民
主主義では国民の意思

は間取に反映する仕組みになコ

て
い
な
け
れば
な
らぬω
そ
の
伝
一躍

の手段は選挙の投票、
マスコミ

利用、集会やデモ行進への謬加

等だが「マスコミも大衆が自由

に、直接
使用できるわけではな

い」νそこで国民がいつでも好

使できる「誌現の自由」のデ屯

行進等には、
普通に行なわれる

限り、幅広い自由が許されるべ

きだ、とV全く同感だω自由な

新聞である以上は、社会にある

諸グループの恕見を反映し、そ

のフ・xlラムにならなければな

らぬのに、一方的な
意見だけを

報道する不自由な新聞が大部分

で、朝日もその倒外ではない”

窓克とその表現の自由在、
新聞

によって代一むしてもらえないと

感じている人は少なくないVだ

から、
デモにでも訴えようかと

いう人の一一目
指ぢはわかるし、
を

の自由を認めなければならない

とも思完
問題は
伺が「首通」

のデモかという点だωジグ
ザタ

行進を朝日は普通の
デモと考え

ているようだが、そうかマアル

ジェリア独立運
動が脱んなζろ

私はパリでアルジェリア人の一

大デモ行進を見たω
務官の規制

に従い整然とし、怒りの袈
情を

・
沈黙に包んで、
エンエンと続く

デモは、
強烈な迫力をもってい

たVそれに比べると、ピ1ピー

ガヤガヤの略物入りウズマキや

吋ジグザグ・
デモは、
何の
欝のも

ないωまるでお祭り騒ぎだω
お

祭り騒ぎしなくても、十分に恕

見が
境問できるととは、前部ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
人
の
デ
モ
で
も
わ
か

るω
普通のデモとは、それに伴

う戸通路告を、必袈最小限にと

どめる乙とでないのかねω

〈シンガポール）、
スハルト（イ

ンドネシア）、
マルコス（フィυ

ピン）などは、ブルジョアジー、

大地主の伐理人であり、おそかれ

はやかれ阪史のゴミダメにすてら

れてしまう結末にいたるである

う」と述べたことなども、
どの程

度つかんでいるのか魁わしい。い

わば、
対中国政策については、
そ

れほどナイーブな状切にあるので

ある。ところで、
右の
器地鶏演説につ

スミムシンズ

東南アジアは、また一方で申国人の世界でもある。
そこに

住む
中
関
人
を
華
僑と
陛
ぷ
か、
部
人と
い
うべ
き
か、
あるいは

。〈2・momω円い同戸山口命的。
と一括すべ
きかの論議はさておき、

ア
ジアの
中
国
人の
訟
織は、
い
ま
大
き
く
摺
れ
描
い
て
い
る
よ
う
だ。

円いわゆる儒生回ωσ釦が多く、
持

者のあいだでは、まず
まずその傾

向
が強いことともあいまって、
彼

らにとって中国とは、
まず第一に

寄港や九電なのであって、北京や

上海は、もう西の天伊一薗のような

ハノイからのぴ

一一

一フる共産ゲリ

（音響警）

中嶋嶺雄

いうまでもなく、
申国の国際的

な
拾頭、
インドシナ情勢の
急袋、

マレーシア、
フィりピン、
タイの

対申国
芝山l．…常佑など申国をめぐる

悶限環境に
大道な
波踊があったか
帯在なのであろう．マυlシアの
にくると、
街の
映甑館に先のクク

らである。

ペラ州、
ケダ州一帯は、
今日、
い
リット首相一行
出申の
映画の
宥坂

だが、閲じ
東南アジアでもマυ
わゆる共
摩Jリラの繭き
が活
涜佑

がかか
げりれ、毛沢東とククリツ

1半島のペ
ラ州あたりまでくると
していて治安
が蝶く、その日に新
トの二人の大きな傑
が並んでいた

やは
り申聞
は速い感じがする。
乙
たに械厳令がしかれた地続にも私
のを
田勝した。
しかも、
その毛沢
る。しかも、との国は、
たとえば

のあたりは広東人、
糊州人
窓口
は滞在することになったが、
現地
東は、まさに一見方の旭日であるか
インドネシアやピルマのように、

ためか、州首の
イポの街では、
番
の華人たちは、
共産ゲリラの背景
のように若々
しく描かれている。
申菌によって似を受りてはいない

港とか九竜の文学をつけた店の容
にいまや北京ではなく、ハノイの
タイ
が中国ヘ接近しつつあること
だけに、まだ免疫が出来ていない

板そ見かけること
か多い。
ちょう
影を大きく見ているようである。
の大品位な背品川には、ハノイの脅威
のであって、当分、
ζのような中

ど、香
港でよく上海とか北京とい
マレl半島と巾国とのあいだには
にたいして安全保障そ求めるとい
タイ関係はつづくであろう。

った名前の店が多いのが、ととで今日、
インドシナ
という東南アジう外交方針が踏んでいる
ことは否
心もとない

は醤港冷旬以飯店とか九

議実議院と
ア最大のn軍事大国u
が出現した
めないにしても、
この国にとって

かなるのである。
とのあたりは、
のだから、
乙の見方は無理もない
申国との国交樹立は、その申国起・
中
共
分
析

申国穏をまったく話せない伸国人
ととらである＠もとより、対伊国
源の民族的
脂性からしても、
タイ一
免疫といえば、
多くの東南アジ

’
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なるのだが、それ以前に苑りだ
を組んでおけば、期日後も二年
値上げの期日以前に買ったもの
とかレて、区別そつけたらいい一

4

ヘ川zaaf－－』UY
した切手やハガキは、
旧掛金の
悶にわたって、旧問答の商い利
かどうかの区別がつかない、と
のである・ハガキも当然、ニo
b

ふ
令月
曜
寸一一一G
ままで使用できるようにすべき
子がつくのである
兵
器
護
いうだ

？れに対して私は
円ハガキが
そく
罰されるで一

司
／l
l
i
＼
‘だということであるω
なぜなら
をしても、
儲上
経
費生か
値上げを
きカケとして、切手
あろう切だから、
値上げの期日目

唱
徹夜回会で、やっと侭上げ三
ば、
他の公県郡金の場合は、
ず
ら適用されるのであって、有学
やハガキのデザインを密えれば
以前のものかどっかは、一回瞭同

ふ
護が衆議院
議過したが、参
ペて備上げの一定の期日以
思
議
震かれるのが
識であ
何でもないことだと思うのであ
然なのであるd

一

ゐ
議院は保政伯仲のため、まだ予
鵬入したり、
ま捌きをとったり
る。
値上げという痛手を一般庶
る。始終、
記念切手を発売し℃
古いデザインのものは、一oh

q
断を許さない情勢であるυ
一般
したものは、その有効期限内は
毘に与えるのだから、たとえさ
いるのだから、新しいデザイン．
円ハガキでも二十円切手をはっ一一

午
庶民としては、何事によらず、
値上げ後も旧料金で有効だから
さいな鹿嶋でも、
それを提供し
の切手
議沼mするととぐらい、
た封笹でも、そのようなハガキ一

骨
縫上げのないととの方が翠まレ

や切手が手許にある限り、
旧都
｛

寸
いが、
他の諸物価と
廷
で、
公

？三ニ七←E一
三三
匡一
三一二一一一一一一三三
三一一

・
，

金で適用させるべきである。
こ
Z

E
思
表

郵一
翠一
論
議
章一一一万
立
対

納

長時
錯
誤一

世
い。私は今回の酒・たはζ・罫

e

るだろうが、それはタバコにつ一一

午一慢の値上げはやむそえないもの
である。たとえば、たびたびの
て、「よるレ
季節
じます」

ちたことではないはずである
いても、
定
要についてもおこ一

骨
と思っている。

値上げを経験している国銀溜伎
という態度を一訴すべきだと思5
またおそらくは、
封書の新
なわれていることである。
また門

苧
しかし密使についてだけは、
でも、備上げ期目前日に六カ月
のであるω
どうしてそれが、罫
しい約金である五O円切手は、
私の提案のようにすれば、当局目

で竺げに際して、
次のような事
の定
豪
語っておけば、
値上
使料金についてだけは出来ない
で
品売されるに迩いない”
が非常織な値上げをするのを抑一

静
貯を考脳してほしいと思うし、
り後も六カ月閣は、
旧約金のま
のだるっかd

・
との際、ニO円切手にせよ一（）
制する効果もあるだろうω

吋

苧・
者一似すべきものだと
思ってい
まで濁朋ずるのであるωまた政
多分、
罫股当局の答弁
とυτ
円切手にせよ、
新レいデザイン

、ちじむら
あきら
日

与
るω
それはどういうことかとい
近、間題となっている預金利子は、
切手やハガキには、買った
のものそ作ったり、あるいは
T

h東大教授）
一一

ふ
うと、一足の期日から縫上げ
にの低下げも、
智
恵二年定期
ときの日付
突っていないので
ザインは同じでも色だけ奪える
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いてであるが、
首相画身、日本でニ

カ月も前に入手していたこのテ手

スト

愛誌の
南央日報』
や香港

の翠字紙にも発表されて、
香港で

も話題を睦んでいた。
一
部にその

信想性をいぶかる向さもあって、

その論拠は、
喬冠華演説のなかに

「第一
と第二の世界の間の蕊空地

帯」
といった表現があり、
中国で

第一
地滑とか高空地帯という言擦

は
使ねないはずだというものであ

った。
ただし、
との点については

穏鼠輩摘説は、
天津市各部門幹部

への非
会誌
談話であるから「第一

世一
位
とい

う雷摂を用いることも

あり得ょうし、
またN
広笠H
とい

う退現については、
『人民日報い

七月二十九日付の任谷平山科

名輪X

「前内の狼を犯み、
後円の虎そ防

ごう」
も、
「アメリカ帝国主識が

従来埋めてきたH
真空u
にはiソ

修勢方がまた大規模に伸長してき

た」という表現があるζとを、
香

港からシンガポールへの機申で私

は、
最近の国殴関係についての公

認
論評を集めた香
港一一一聯
怪
店版

「当前的国際形勢』そ読んでいて

気がついた。骨

＝＝＝「4

寄与するということはなさそうで

ある。これらの国の研兜者は、政

治的な瑚由もあ
る
が、
『人
民日

報』や『紅旗い言え読んでいな

い。
私
が今回、
バンコクで会った

申

関学者は、
ククリツ
ト首相に同

行して申
闘を訪
問したブレーンで

あったが、
彼の伸国分析の初勝は

MMorzm
同miod司と香港で

出されている英文の中国情報誌

のみらレいのである。
このよう

な事情だか
ら、
たとえば、桑原寿

二民が本紙〈九月八日号）
でも詔

介されていたような『解放軍報』

四月一一百付の「
鷲弘班活用、
軟化緬

費、
包閤器国、
臨下馬来、（ヴェ

トナム、カンボジアを強打し、ピ

ルマ、ラオスをやわらかくしめあ

げ、タイを包閉して、マレlにど

っと入りこむ）」といった申国の

戦略などは、政策決
定者がどこま

で知っているのか
疑問であり、
去

る五月二十日の
天時における爾冠

蔀・
外交支部
長演説が、
「ラザク

（マレーシア）、リ・クワンユl

議
論
百
出
の

「水滋伝批判」

とこるで、
東南アジアの入口で

． 

. 
．．
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